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【資料紹介】

シュンペーターとヴイーン大学

八 木 紀 一 郎

【解説】

Ⅰ は じめに

シュンペーターは20世紀初頭のヴイーン大学

が経済学の世界に送 りだ した逸材の一人である｡

第一次大戟直後の混乱のなかで政治 と実業に参

画 して手痛い挫折を味わったあとの彼は, ライ

ン河岸の大学都市ボン,そ して大西洋を越えた

米国東海岸のハーバー ド大学で,祖国を捨てた

孤独な学者 として生 きた｡ しか し,多 くの証言

の伝えるように,彼はヴイーンで過ごした青年

時代に特別の愛惜の情 を持ち続けていた｡それ

は彼にとって,思想 と学問と友情を与えた,ま

さに ｢かの神聖で豊穣 な10年｣だったからであ

る｡

シュンペーターとヴイーン大学 との関わ りに

ついては,これまで語 られてきたことの多 くは,

本人あるいは周囲の人か らの伝聞にもとづ くも

のであった｡いうまで もないことだが,こうし

た伝聞による情報には,固有の危険性が伴 う｡

些末な例で悪いが,若 きシュンペーターに感銘

を与えたといわれるベーム エバヴェルク ･ゼ ミ

ナールの時期確定の問題をとりあげよう｡ これ

は,大蔵大臣をやめて ヴイー ン大学に復帰 した

ベームエバ ヴェルクの 開いたゼ ミナールに,

オットー ･バウア-らの若いマルクス主義者た

ちがの りこんで論争をまきおこしたという知的

事件であって,そ こに居合わせた シュンペー

ターは ｢ベームとマルクス主義者たちの白熱 し

た討論のなかで,その冷静かつ科学的な超越性

によって,一般の注意 を引いていた｣1)といわ

れている｡ しか し,私の知るかぎり,このゼ ミ

ナ-ルについてシュンペーターが筆にしたのは,

ベームゆか りのオース トリア唯一の経済学会雑

誌によせたベーム エバヴェルク追悼論文のなか

の次のような短い章句で しかない : ｢ただ1904

年以後において初めてわれわれすべてにとって

忘れることのできない活動が開始された-あの

夏学期における一連のゼ ミナールの討論がは じ

まったのである｡｣2)

ところが,このゼ ミナールの開かれた学期 に

ついて,従来のシュンペーター伝は,40年前の

ハ-バラーのそれにせよ,最近のスウェーデベ

リ, アレンのもの3)にせよ,1905年から1906年

にまたがる冬学期を考えている｡ しか し,【資

料 1】 として紹介するシュンペーターの聴講科

目リス トから明らかなように,事実は1905年の

夏学期である｡伝記作家たちの間違いは, この

ゼ ミナール参加者の不確実な回想に基づ くもの

であろう｡ というのは, このゼ ミナールの参加

者の一人であるルー トヴイッヒ ･ミ-ゼスの回

想は,ゼ ミナールのおこなわれた学期を ｢冬学

1) Gottfried Haberler, HJ〔)seph Al()lS Sehumpeter,

1883-1950'',Tjzt,Quartt･r/yJ()LJmul('fEL･')a('mtrs,vol

LXIV,No3(Aug,1950),ド,337

2) J,Schumpeter,"DaswissenschaftlicheLebenswerk

EugenvonB6hm-Bawerks",Zt,zf∫(･hrtjtflu-V()lk∫てLurt-

∫rhaft,Sozta/i,()lLtZk〟71dVerwultLlng,VOl.23(1914),S.

462.

3) RichardSwedberg,J('LWPhA.LSlh〟mpeter一Hz∫I,tfLフ

a'ldW()rh,PolityPress,Cambridge,1991,p,14;Robert

LoringAllen,()I,t･'‖/lgD〝''7二､-The,IJLfL,a71d Wl'rk('f

.I()sej,hS(-h〟mpt,tt,r,2vols,TransactionPubllShers,New

BrunswICk(USA),1991,vol.1,p.39.もちろん,私自
身も混乱した経験があるので,このようなことを例とし
て持ちだしたのであって,この2人の著者を笑うつもり
はない｡参照-拙著 『オーストリア経済思想史研究』,
名古屋入学LLIJ.版会,1988,143ページ注 50
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期｣ としているからである4)｡ハ-バラ-自身

は直接の出席者ではないから,彼の記述は当時

存命中の ミ-ゼスか フェ-リックス ･ソマリィ,

あるいは1939年にニューヨークで客死 したエ

ミール ･レ-デラーからの伝聞によると思われ

る｡ 先に引用 した シュンペー ターの記述は,

ベームのゼミナールが1904年から開始されたと

いう誤解を与えるか も知れないが,彼の大蔵大

臣辞任が1904年10月であることを考えるなら,

最初のゼミナール開講学期は1905年の夏学期に

なる｡ 手元に十分な資料をおかずに回想録の筆

をとった可能性があるミ-ゼスとは異なって,

当時利用可能な資料すべて5)を利用しえたはず

の1914年のシュンペーターが事実の間違いをす

るはずはないのである｡

最近公刊されたスウェーデベリとアレンによ

るシュンペー ターの 2つの伝記は,かつての

シュンペーター伝説の域をこえた本格的なもの

であり,学生時代のシュンペーターについても,

また学者として立ってから後のオース トリア,

ドイツの経済学界との関連についても詳細な記

述をおこなっている｡ 特にスウェーデベリのも

のは,今回紹介する資料の一部,とくにハビリ

タチオン (講義資格獲得)関連書類をも利用し

たものである｡ しか し,上記のような誤 りもま

だ残されている｡ シュンペーターのような伝説

につつまれた人物を研究するさいには,伝記作

者の判断により取捨選択をほどこされる以前の

資料そのものの紹介 も意義あることではないだ

4) LudwigMISeS,N('lt･sa/Jd Rt･C()/leCtt'HIS,SouthH()1-

land,Ⅰ11.,1978,p.39

5) そのうちで最 も簡単に確認できるものは,ヴイーン入

学が各学期ごとにFU行する講義日録である｡私はヴイー

ン大学アルヒーフに保存されている各学期講義日録をも

とに,1945年以前のこの大学における経済学講義のリス

トを作成 した (WithYukihir()Ikeda,Er〃〃omzCsC()〟rseS

atVLt･′けt̀LUnlて･erSZty 184f)-1944,WorkingPaperof

theKyotoUniverslty,FacultyofEconomics,No.1and

3,1988,八木 池田幸弘 ｢ヴイーン入学講義 日録におけ

るオース トリア学派｣『経済論叢』第140巻 1/2号)こ

とがあるが,1904年の夏学期,1904 05年冬学期はベー

ム=バヴェルク名誉教授は講義をしていないが,1905年

夏学期 に VolkswirtschaftllChetibungenを開講 してい

る｡

ろうか｡それは,確認 しうることが何であり,

伝聞や推測にもとづ くものが何であるかを見分

けることに資するからである｡

Ⅱ シュンペーターの聴講科目

以下では,まず学生時代のシュンペーターの

基礎資料として,彼がヴイーン大学の法 =国家

学部で彼が受講 した科目のリス ト 【資料 1】を

紹介する｡ これは,同大学アルヒーフに保存さ

れている受講登録原簿をもとに,1992年の7月

にヴイーン大学アルヒーフに作成 してもらった

ものであり,関係者の好意に深 く感謝 したい｡

これによるとシュンペーターは,1901/02年の

冬学期を第 1学期 として,第 8学期にあたる

1905年の夏学期まで受講登録をおこなっている｡

この原簿は私も1990年春のヴイーン滞在の際に

その一部を実見したことがある｡

シュンペーターが自分自身の学修と研究の過

程をどのように総括 しているかについては,請

義資格請求のさいに提出された履歴書 【資料

5】をみればよい｡この履歴書によれば,シュ

ンペーターは3種の国家試験 と3種のリゴロー

ゼンを受けて,1906年の 2月16日に法学学位

(DoktorJuris)を取得 している｡ 3種の国家

試験 というのは,オース トリアで ｢法および国

家学｣の修学によって公職につ くことを望む学

生が合格 しなければならない ｢法史｣,｢司法｣
および ｢国家学｣の3つの試験で,最初の ｢法

史｣は最低 3学期の修学の後に受験できたが,

これが履歴書のなかでいう ｢第 1次国家試験｣

である｡ シュンペーターの聴講科目を見ると第

4学期にも法史関連科目が含まれているので,

彼は第 5学期のはじめにそれを受験 したものと

考えられる｡ 残 り2つの国家試験の受験には,

さらに最低 4学期の修学が必要なので,これら

を受験 したのは第8学期の終わ りであろう｡ リ

ゴローゼンというのは,博士学位取得のための

口述試験であって,この頃のオース トリアでは,

学位論文の執筆 ･提出の必要はなかった｡しか

し,集中的な勉強が必要なことに変わ りはない

から,シュンペーターは第8学期を終えたあと
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の半年のうちのかなりの部分を,そのためにあ

てたことであろう｡

シュンペーターの聴講科 目のうち半分 くらい

は,この国家試験および学位取得のための必修

聴講時間の規定6) にしたがったものである｡ し

かし,学生シュンペーターは,その規定以外に

ち,一方では,他学部でおこなわれた多くの講

義を聴講するとともに,演習形式 (Seminarな

いLtjbungen)の多数の講義に参加.している｡

前者については,第 1学期 の哲学部で の,

ショーペンハウア一に関する特別講義や,マ ッ

ハの見解の検討などを含む力学史の講義の聴講

が目につ くが,後の学期になると,論理学や数

学 (確率論,微積分学,解析幾何学)への関心

がうかがわれる｡ また履歴書で述べているよう

な経済史への関心は,学部の枠を越えていて,

曹学部のなかでの史学関係の講義をい くつか履

修しており,そのなかには手書き文書解読法の

講義まで含まれている｡ また,シュンペーター

の生活スタイルとかかわって興味深いのは, 1

学期に英語をとっていること,また,第 1学期,

第2学期とかなりの時間を費や してフェンシン

グを習っていることである｡

経済学関係の講義としては,第 2学期にすで

に通商政策や貨幣 ･信用論の特諭的な講義を

とっているが,主要講義 としては,第 5学期に

フイリッポヴイッチか ら ｢国民経済学｣,第 6

学期にヴイーザ-か ら ｢財政学｣,第 7学期 と

第8学期にイナマ -シュテルネックから,それ

ぞれ ｢経済政策｣ と ｢統計学｣を教わっている｡

また彼が ｢演習｣に出て,直接の面識を得てい

たと思われる経済学者は,ロベル ト･マイヤー,

イナマ=シュテル ネック//フ ランツ ･ユ ラ

チェック,フイリッポヴイッチ,ヴイーザ一,

ベーム=バヴェルクである｡ しか し彼は,経済

学関係の講義をとる以前か ら,エルンス ト･

シュヴイント,ジクムン ト･ア ドラーの法制史

関係の演習に出席 しているが,この関心は後の

学期にいたるまで持続 している｡ その他,彼は

6) 当時の修学関係の規定については,前掲拙著 『研究』

の第9章を参照せよ｡,
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ローマ法学説蓑幕の評釈演習までも含めて多数

の法学関係の演習に参加 している｡第一次大戟

中にシュンペーターが ドイツとの経済同盟を阻

止するために秘密裡に連絡をとろうとしたハイ

ンリッヒ ･ラムマ ッシュの刑法演習 もその中に

ある｡ 履歴書でシュンペーターは,これらの演

習で,総計30回にわたる報告をおこなったと

いっている｡

Ⅲ 講義資格授与 (ハビリタチオン)

関係資料

次に紹介するのは,シュンペーターが1909年

にヴイーン大学で講義資格 (ハビリタチオン)

を得た際の関係書類で,これはオース トリア国

立文書館 (一般行政アルヒーフ)に保存されて

いる｡ 私が入手 したのはヴイーン大学関連の

ファイルだけであって,彼のチェルノヴイッツ

大学やグラーツ大学での資料は,そのなかには

含まれていない｡これを入手 したのは3年以上

前の1990年の8月であるが,これについても同

文書館に感謝 したい｡

この書類ファイルは,1909年 2月15日の日付

のあるヴイーン大学法学部長メンツェルの文部

大臣宛の講師資格授与決定の承認願い 【資料

2】と,それに添付されたシュンペーターの自

筆履歴書 【資料 3】,講義担当可能科 目の計画

書 【資料 4】,さらに2月21日付のニーダー ･

エスクーライヒ知事宛のシュンペーターの人物

照会書 【資料 5】と,知事の回答を経て 3月16

日に文部大臣が承認の決定を下 した文書 【資料

6】から成 り立っている｡ なお,今回の資料紹

介では,講義資格を得てヴイーン大学の私講師

となったシュンペーターが大学の講義目録に予

告 した講義のタイトル 【資料 7】をこれに付 し

ている｡

官庁間の公式文書である 【資料 2, 5, 6】

のや り取 り自体 も興味深いものではあるが,い

まはそれについては深入りしない｡これらの官

庁文書は,彼の講義資格取得についての基本情

戟 (講義資格授与申請から文部大臣の最終的承

認にいたる各段階の日付,『経済学の本質と主
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要内容』が講義資格請求論文として提出された

こと,審査にはベーム=バヴェルクとヴイー

ザ-があたったこと,試験講演を ｢抽象的な定

理の統計学による論証｣というタイトルでおこ

なったこと)を与えるものである｡ これらの文

書から見たかぎりでは,ハビリタチオンの手続

き自体は円滑に進行 したように思える｡

シュンペーター研究者にとってより貴重なの

は,彼が提出した履歴書 【資料 3】と講義計画

書 【資料 4】の方であろう｡ 前者は,ベームや

ヴイーザ一についてはそのゼミナールに参加 し

たことしか書いておらず,経済学の理論的研究

だけでなく広範な分野にわたって学修 ･研究を

おこなってきたことを強調する内容になってい

る｡ 彼は,まず第一に,経済史への関心が大学

在学中の全期間にわたって持続 したことを述べ,

次には ｢数学的方針｣と結びついた統計学,と

くに現代統計学への関心をあげているが,さら

に第三の関心として,イギリス滞在時にロンド

ン･スクール ･オブ ･エコノミックスのウェス

タ-マークのゼ ミナール7)で刺激を受けた社会

学 ･人類学-の関心がある｡ ピアソン,ハッド

ンからの影響 もあわせて考えると,シュンペー

ターの ｢社会学｣の基調は,個人主義的 ･主意

主義的方向に向かおうとしたヴェ-バー,ジン

メルの ドイツ社会学 とは肌合いの異なったもの

7) EdwardAlexanderWestem arekr1862-1939)は,ス

ウェーデン系のフィンランド人であるが,1907年以来ロ

ンドン ･スクール ･オブ ･エコノミックスで社会学を教

えた｡彼の第 1の主著は,原始乱始 ･集団始説や母系制

先行説に反論 した Hist()ryofHumanMarriage,1sted.,

1891であるが, シュ ンペー ターが渡英 したころには,

DeT,eloj,omtltt''ftj7PM〃de771M,"-ulIde叫 2vols,,19O6,

19ORに取 り組んでいた｡その基調は,遺徳的相対主義

であるといわれる｡ (姫岡勤 ｢ウェスタ-マーク｣,鹿島

出版会 『社会科学大辞典』,第2巻,1968,p,65-66)

であったかも知れない｡

講義計画書の方では,経済関係の4講義に加

えて,社会学と統計学の各 1講義の概要が記述

されている｡ そのうち,｢経済学入門｣と ｢社

会学｣は,1909年の夏学期に実際におこなわれ

ているが,1909年の秋にチェルノヴイッツ大学

に赴任 したために予告だけで実施されなかった

と思われる1909/10年冬学期の講義 ｢企業者と

資本家｣はこの計画書のⅠ-3の ｢貨幣市場

論｣がより具体的になろうとしたものであった

であろう｡ Ⅰ-4の ｢現代国家財政の諸問題.｣

は,同じく冬学期の ｢財政学の基礎｣に対応 し

ている｡ 残るものはⅠ一2の ｢古典派と現代｣

と ｢統計学｣の講義である｡

この講義計画書は 『本質と主要内容』を刊行

したあとのシュンペーターが自分の発展的な関

心の方向を包括的に示 したものである｡ 彼の第

二作である 『経済発展の理論』は必ずしもその

全てと関連をもつものではない｡また ｢貨幣市

場論｣のように関連しているとしても,第二作

のなかで完成されたとはとても言えない計画も

ある｡ この計画書は, したがって,『経済発展

の理論』さえも越えて,シュンペーターの生涯

にわたる著作と研究活動を理解するために役立

つであろう8)｡

8) シュンペーターとウィーン入学の関連 という点からみ

て,いま ･つ残 されているのはシュンペー ターがなせ

ヴイーン入学にポストを得ることがで きなかったのかと

い う問題である｡Sw edeberg,5(力〟mf,i,tt･r,p92,264は,

1918年にフイリ ソポヴイッチの後任 人事をお こなった

ヴイーン大学法学部に候補宵の評価を求められたマ ック

ス ･ヴェ-バーが,シュンペーターを採用 しなければ大

学の人きな損J狛 こなるとした鑑定書を送っていることを

紹介 している｡この熱烈な支持にもかかわらず,ヴイー

ン大学はオ トマール ･シュパンを選択 した.それ以前,

あるいは以後のチャンスについても, シュンペーターを

閉め出 した経緯については,母校の教授たちの彼に対す

る評価なども含め,既発表 ･未発表資料の整理が必要で

あろうく〕
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【資料 1】シュンペーターの聴講科目

簡略表記法について :

1) 講義科目名のあとの細角括弧内の数字は,とくにことわ りのない

かぎり,過あたり時間数｡

2) 講師名のあとの職分表記は以下による｡ただし,右肩に*がつい

たものは,｢法および国家学部｣以外の学部の職位である｡

HP:Honorar-Professor〔名誉教授〕

OP:OrdentlicherProfessor〔正教授〕

AOP:AusserordentlicherProfessor〔助教授〕

PD:Privatdozent〔私講師〕

Wintersemester1901/02(1.Semester)〔1901/02年夏学期 (第 1学期)〕
-Geschichte und lnstitutionen des r6mischen MoritzWlassak,OP

Rechts,〔8〕

｢ローマ法史と法学提要｣

-DeutscheRechtsgeschichte〔5〕

｢ドイツ法史｣

-dsterreichischeReichsgeschichte〔5〕

｢オーストリア国利史｣

-EinleitungindiePhilosophie〔4〕

｢哲学入門｣

→DiscussionenzurGeschichteundPhilosophicder

Mechanik(aufGrundphilosophischer()riginal-

stellen Yon Galilei,Newton,d'Alambert,Lag-

range,Kirchhoff,Hertz,sowiederGeschichte

vonDtihringundMach)〔2〕

｢力学の哲学と歴史｣
-tiberdiePhilosophicSchopenhauers〔1〕

｢ショーペンハウア-の哲学｣

～Fechtkunst.Unterrichtim Fechten mitallen

Waffen

12Lektionen-6Wochenstunden

12Lektionen-6Wochenstunden

24Lektionen-12Wochenstunden

｢フェンシング｣

-EnglischeSprache〔2〕
｢英語｣

Sommersemester1902(2.Semester)〔1902年夏学期

～ Pandekten,ⅠⅠ.Obligationen-und Pfandrecht

〔8〕

｢パンデクテン第二部,債権 ･担保法｣

OttoYonZallingerzumThurn,OP

SigmundAdler,()P

WilhelmJerusalem,PD*

AloisH6fler,PD米

FriedrichJodl,()P♯

PaulHandmann,Univ.-Fechtlehrer

LudwigHandmann,Univ.-Fechtmeister

LudwigHandmann

GerardGeorgeBagster

LectorfilrenglischeSprache

(第2学期)〕

KarlRitterYonCzyhlarz,()P
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-Romanistischetjbungen〔2〕

｢ローマ法演習｣

-Pandekten,I.AllgemeineLehrenundSachen･

recht〔8〕

｢パンデクテン第-部,総論及び物権｣

-R6mischesFamilienrecht〔3〕

｢ローマ家族法｣

-RomanistischetTbungen〔2〕

｢ローマ法演習｣

-Geschichte des deutschen Strafrechtes und

gerichtlichenVerfahrens〔4〕

｢ドイツ刑法 ･訴訟法史｣

-GermanistischeUbungenimSeminar

｢ゲルマン法演習｣

-Ubungenzur6sterreichischenReiehs-und

Rechtsgeschichte〔2〕

｢オース トリア国家 ･法制史演習｣

-tTberHandelundHandelspolitik〔2〕

｢通商及び通商政策論｣

-GeldundKreditwesen〔2〕
｢貨幣 ･信用論｣

-Fechtkunst.Unterrichtim Fechten nitallen

Waffen〔6〕

12Lektionen-6Wochenstunden

｢フェンシング｣

KarlRitterYonCzyhlarz

MorizWlassak

EmitSchrutkaEdlervollRechtenstamm,OP

RobertRitterYonMayr,PD

OttoYonZallingerzumThurn,OP

ErnstFreiherrYonSchwind,OP

SigmundAdler

KarlGrtinberg,A()P

JuliusLandesberger,PD

LudwigHandmann

PaulHandmann

Wintersemester1902/32(3.Semester)〔1902/32年夏学期 (第3学期)〕

-DeutschesPrivatrecht〔5〕
｢ドイツ私法｣

-Kirchenrecht〔7〕
｢教会法｣

-R6mischesErbrecht〔2〕

｢ローマ相続法｣

-R6mischerZivilprozessl3]

｢ローマ民事訴訟法｣

-RomanistischetJbungen(imSeminar)

｢ローマ法演習｣

-Ubungen zur deutschen Wirtschaftsgeschichte

〔1〕

｢ドイツ経済史演習｣

-Finanzwissenschaftlichetjbungen〔2〕

｢財政学演習｣
-Handschriftenkunde des 16.-18.Jahrhunderts

〔2〕

ErnstFreiherrYonSchwind

KarlGross,OP

KarlRitterYonCzyhlarz

EmilSchrutkaEdlerYonRechtenstamm

MorizWlassak

KurtKaser,PD★

RobertMeyer,HP

AlfredFrancisPribram,AOP♯
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｢16-18世紀手書 き文書論｣

-PraktiseheundexegetischeUbungentiberausge- FranzKlein,HP

wbhlteStellenderDigestenl2]

｢学説桑纂演習｣

Sommersemester1903(4.Semester)〔1903年夏学期 (第 4学期)〕

-GeschichtederRechtsphilosophiemitbesonderer EdmundBernatzik,OP

Beriicksichtigun.g derpolitischen und sozialen

Theorien〔4〕

｢法哲学史 ･政治社会理論｣

-Ausgew畠hlteLehren ausdem Pandektenrecht

(Pandekten-Repetitorium)〔3〕
｢パンデクテン復習｣

-DeutschesErbrecht〔2〕

｢ドイツ相続法｣

-DiekirchlichenRechtsquelleninVerbindungnit

tjbungenimSeminar〔3〕

｢教会法源論および同演習｣

-DaskirchlicheVerm6gens-undStrafrechtl2]

｢教会財産法 ･刑法｣

-Staatskirchenrecht〔2〕

｢国家教会法｣

-PraktischeundexegetischeUbungentiberausge-

W畠hlteStellenderDigesten (Sachenrechtund

Erbrecht)〔2〕

｢学説蓑纂演習 (物権 ･相続法)｣
-Romanistische bbungen (ftir Vorgeriicktere)

〔2〕

｢ローマ法演習｣
-GermanistischeUbungenimSeminar

｢ゲルマン法演習｣

-PolitischeundsozialeBewegungenindereuroI

pbischen Staatenweltdes14.116.Jahrhunderts

〔3〕

｢14-16世紀欧州諸国の政治的社会的運動｣

-Wahrscheinlichkeitsrechnung〔3〕

｢確率計算論｣

-MathematischeStatistik〔3〕

｢数理統計学｣

-Pandekten, Obligationenrecht,spezieller Teil

〔2〕

｢パンデクテン,債権特別部｣

-LogikmitRiicksichtaufdieneuerenReformver-

suche〔3〕

JosefHupka,PD

SiegmundAdler

KarlGross

KarlGross

MaxRitterHussarekYonHeinlein,PD

StanislausPineles,PD

M()rizWlassak

OttoYonZallinger

KurtKaser,PD★

FranzMertens,Op♯

FranzMertens

RobertRitterYonMayr

LaurenzMtillner,()P♯
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｢論理学,近時の改革の試み｣

-FinanzwissenschaftlichetJbungen〔2〕 RobertMeyer

｢財政学演習｣

Wintersemester1903/04(5.Semester)〔1903/04年夏学期 (第5学期)〕

一OsterreichischesallgemeinesPrivatrecht,Ⅰ.Teil

〔7〕

｢オース トリア一般民法第一部｣

-Osterreichisches Familienrecht, einschlieLSlich

ehelichesGuterrecht〔4〕

｢オース トリア家族法,婚姻法｣

-()sterreichischesStrafrechtl5]

｢オーストリア刑法｣

-Allgemeines und 6sterreichisches Staatsrecht

〔5〕

｢一般 ･オーストリア国家法｣

-Nationa16konomie(Volkswirtsehaftslehre)

｢国民経済学｣

-ElementederDifferential-undlntegralrechnung

〔5〕

｢微分 ･積分計算論基礎｣

-InternationalesPrivatrecht〔2〕

｢国際私法｣

-StatistischesSeminar〔2〕

｢統計学ゼミナール｣

-volkswirtschaftlichetjbungenl2]

｢経済学演習｣

-dsterreichischesPrivatversicherungsrecht〔1〕

｢オーストリア私的保険法｣

-dsterreichisehesArbeiterversicherungsrecht〔2〕

｢オーストリア労働者保険論｣

-SeminarzurbsterreichischenReichs-und

Rechtsgeschichte〔1〕

｢オーストリア国家 ･法制史ゼミナール｣

-tTbungenim6sterreichischenPrivatrecht〔1〕

｢オーストリア民法演習｣

-Versicherungsmathematik〔4〕

｢保険数学｣

-AnalytischeGeometric〔4〕

｢解析幾何学｣

JosefFreiherrYonSchey,()P

LeopoldPfaff,OP

HeinrichLammasch,()P

AdolfMenzel,()P

EugenPhilippovichYonPhilippsberg,OP

FranzMertens

LeoStrisower,A()P

KarlTheodorvonInama-Sternegg,HP/FranzRit-

terYonJuraschek,PD

EugenPhilippovichYonPhilippsberg

JosefHupka

MaxLayer,A()P

SiegmundAdler

EduardFischer-Colbrie,PD

AlfredTauber,PD 半

GustavKohn,A()P*

Sommersemester1904(6.Semester)〔1904年夏学期 (第6学期)〕

-()sterreichischesErbrechtl4] LeopoldPfaff

｢オーストリア相続法｣
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-dsterreichischesPrivatrechtII.Teil〔7〕
｢オース トリア民法第二部｣

-dsterreichischesStrafprozessrecht〔5〕
｢オース トリア刑事訴訟法｣

-E】ementedesDifferentiaト undIntegralreelmung

〔5〕

｢微分 ･積分学基礎｣

-FinanzwissenschaftmitbesondererBerticksichti-

gungdesbsterreichischenFinanzrechtes〔5〕

｢財政学,オース トリア財政法｣

-Wahrscheinlichkeitsrechnung〔3〕
｢確率計算論｣

-Versicherungsmathematik〔3〕
｢保険数学｣

-SeminarzurdsterreichischenReichs-und

Rechtsgeschichte〔1〕

｢オース トリア国家 ･法制史ゼ ミナール｣

-V61kerrecht〔4〕

｢国際法｣

-Verwaltungslehreund dsterreichischesVerwal-

tungsrecht,Ⅰ･Tei】〔3〕
｢行政学 ･オース トリア行政法｣

-SeminariibungenausJemdeutschenRechte〔1〕
｢ゲルマン法演習｣

-ZoHpoljtikmitbesondererBetucksichtigungdes

6sterreichisch-ungarischenTarifentwurfes〔1〕

｢関税政策,オース トリア=ハンガリー税率表草案｣
-AnalytischeGeometrie〔4〕

｢解析幾何学｣
-Differentialgeometrie,Ⅰ.Teil〔2〕

｢微分幾何学第 一部｣

-FinanzwissenschaftlichetJbungen〔2〕

｢財政学演習｣

-volkswirtschaftlichebbungen〔2〕

｢経済学演習｣

-strafrechtlichetjbungenimSeminar〔1〕

｢刑法演習｣

JosefFreiherrvo刀Schey

KarlStools,OP

FranzMertens

FriedrichFreiherrYonWieser,OP

Gustav又itterYonEscherrich,OP

AlfredTauber

SiegmtlndAdler

LeoStrisower

EdmundBernatzik

ErnstFreiherrYonSchwilld

SiegmundFeilbogen,PD

GustavKohn

GustavKohn

RobertMeyer

FriedrichFreiherrYonWieser

HeinrichLammasch

Wintersemester1904/05(7.Semester)〔1904/05年夏学期 (第 7学期)〕

-Verwaltungslehreund bsterreiehischenVerwal- EdmundBernatzik

tungsrecht,II.Teil〔3〕
｢行政学 ･オース トリア行政法｣

-Osterreichischeszivilgericht】ichesVerfahren,I.

Teil〔6〕

EmitSchrutkavonRechtenstamm
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｢オース トリア民事訴訟法｣

JうsterreichischesHandels-undWechselrecht〔5〕
｢オース トリア商法 ･手形法｣

-Volkswirtschaftspolitik〔5〕

｢経済政策｣

-StatistischesSeminar〔2〕

｢統計学ゼ ミナール｣

一FinanzwissenschaftlichetJbungen〔2〕

｢財政学演習｣

-SeminarzurbsterreichischenReichs-und

Rechtsgeschichte〔1〕
｢オース トリア国家 ･法制史ゼ ミナール｣

-volkswirtsehaftlichetjbungen〔2〕

｢経済学演習｣

-Differentialgeometrie,Il.Tell〔2〕
｢微分幾何学第二部｣

KarlSamuelGrtinhut,OP

KarlTheodorYonlnama-Sternegg

KarlTheodorvon Inama-Sternegg/FranzRitter

YonJuraschek

RobertMeyer

SiegmundAdler

FriedrichFreiherrYonWieser

GustavKohn

Sommersemester1905(8.Semester)〔1905年夏学期 (第8学期)〕
10sterreiehischeszivilgerichtlichesVerfahren,H.

Teil〔6〕

｢オース トリア民事訴訟法第二部｣

-dsterreichischesHandels-undWechselrecht〔2〕

｢オース トリア商法 ･手形法｣

-Allgemeinevergleichendeund 6sterreichisches

Statistik〔4〕

｢一一般 ･比較 ･オーストリア統計学｣

-volkswirtschaftlicheObungen〔2〕

｢経済学演習｣

-volkswirtschaftlichetjbungen〔2〕

｢経済学演習｣

EmitSchrutkaEdlerYonRechtenstamm

KarlSamuelGrtinhut

KarlTheodorYonlnama-Sternegg

EugenB6hmRittervonBawerk,HP

EugenPhilippoviehYonPhilippsberg
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【資料 2】

ヴイーン大学法 =国家学部発 文部省宛

ヴイーン,1909年 2月15日

(書類番号 B.120ex1908/09)

ヨーゼフ ･シュンペー ター博士は,1908年10月22

日に当地において政治経済学の講師資格の授与願書

を提出 しま した｡ この件 の審査員 としてフォン ･

ベーム閣下と宮廷顧問官 フォン･ヴイーザ-氏が任

じられ,両氏は添付のような鑑定をおこないました｡

この報告にもとづいて1908年12月14日にの会議で,

ハビリタチオン志願者をコロキウムに参加させるこ

とを決議 しました｡コロキウムは,1909年 1月25日

の会議のさいにおこなわれ,学部の全員一致で承認

が与えられ,同時に候補者に試験講演をさせること

が認められました｡1909年 2月15日の会議でシュン

ペーター博士は,学部によって定められたテーマで

ある ｢抽象的な定理の統計学による論証｣について

の講演をおこない,学部はシュンペーター博士に,

上級省の承認 という条件付 きで,政治経済学の講師

資格を授与することを決議 しました｡

帝国文部省に,この件にかかわるすべての関連書

類を添付 して,この決定の承認を求める次第です｡

学部長 署名 Menzel
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Rechts-und staatswissenschaftlicheFakult去tder

k.k.Universit左tWien

B.120ex1908/09W呈en,am 15.Februar1909

An:dask.k.Ministerium fijrKultusundUnter-

richt W呈en.

Dr.JosefSchumpeterhatam 22.()ktober1908

hierorts Pin Gesuch um Verleihung der venia

docendifiirpolitischeOekonomieiiberreicht.Zu

ReferentenijberdiesesGesuchwurdendieHerren

Exz.V.Bohm undHofratv.Wieserbestellt,welche

diebeifolgendenGutachtenerstattethaben.Inder

Sitzungvom 14.Dezember1908wurdeaufGrund

dieserReferatebesch】ossen,denHabilitationswer-

berzum Kolloquium zuzulassen.Dasselbehatin

derSitzungvom 25.Jbnner19O9stattgefundenund

wurde von derFakultbteinstimmlg genehmigt;

zugleichwurdebeschlossendenKandidatenzum

Probevortragzuzulassen.InderSitzungvom 15.

Februar1909hatDr.SchumpeterdenProbevor-

tragtiberdasvonderFakult去tbestimmteThema

"DieVerifikationabstrakterTheoremendurchdie

Statistik''abgehalten und hatdie Fakult畠tbe-

schlossen,den Dr.JosefSchumpetervorbehaltlich

derBest左tlgungdeshohenMinisteriumsdievenia

docendifiirpolitischen()ekonomiezu erteilen.

Ich erlaube mirdieseれ Beschlusz [sic]unter

AnschluszdesGesuchessamtaHenBeilagellden

k.k.Ministerium fil一KultusundUnterriehtzur

BestbtlgungVOrZulegen.

D亡･rDekan Menzel
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【資料3】

シュンペーターの自筆履歴書

私は1883年 2月8日にメ-レン州の トリーシュで

生まれた (ローマ ･カ トリック教の信仰 とドイツ民

族性をもって同地に独立 して居住資格をもつ)｡私

はグラーツの国民学校に通ったのち,ヴイーンのテ

レジアヌム ･アカデ ミーのギムナジウムに入 り,そ

こでアビトゥ-ア試験 〔大学人学資格試験〕を受け

た｡それから,私はヴイーン大学の法 =国家学部で

の学修に入 り,そこで 3種の国家試験 と3種のリゴ

ローゼン 〔学位取得のための口述試験〕を受けた｡

1906年の 2月16日には,法学博士の学位を受けた｡

この年の夏学期を私はベルリンで,国家学ゼ ミナー

ルの構成員として過ごしたが,それから後は主とし

てイギリスに滞在 し, しばらくロンドン ･スクー

ル ･オブ ･エコノミックスの研究生 となった｡

私は当初から経済学を専攻するつ もりであった｡

最初は私は経済史の研究に携わ り,ア ドラー教授の

ゼ ミナールに加わったが,私はこのゼ ミナールに大

学時代の全期間にわたって所属 した｡当時私はニー

ダー ･エ スター ライヒ州文書館でニーダー ･エス

ダーライヒの身分別租税制度の研究をおこなった｡

そのあと私は,マイヤー政府局長の財政学ゼ ミナー

ルに入 り,第一一次国家試験のあ と, フォン ･フイ

リッポ ヴイッチ教授, その後,最後に, フォン ･

ベーム ･バヴェルク閣下 とヴイーザ-男爵のゼ ミ

ナールに入った｡そのほか私は, 3学期間にわたっ

て,フォン ･イナマ閣下とフォン･ユラチェック宮

廷官の統計学ゼ ミナールに所属 した｡私が訪ねた他

のゼ ミナールのなかでは,シュヴイント男爵のゼ ミ

ナールをあげておきたい｡これらのゼ ミナール全体

で,私は総計およそ30回にわたる報告をおこなった｡

ゼ ミナール賞をもらったこともある (ア ドラー教授

とシュヴイン ト教授のゼ ミナールでの研究に対 し

て)｡私の他の学修科 目のなかでは,数学の講義を

いくつか聴講 したことをあげておきたい｡歴史的研

究をおこなった最中と後に私が取 り組んだ ｢数学的

方針｣については,私は故ゲ-ゲンバウア一教授に

よってそれを示唆された｡他の学修時間においては,

私の研究はとりわけ, フォン･フイリッポヴイッチ

宮廷官の影響下にあった｡その後,私が現代統計学

に従事 しているさいには,K･ピアソンとエ ッジ

ワースの,また人類学についてはハ ッドン教授の影

響を受けたことに言及 しなければならない｡社会学

の研究については, ウェスタ-マーク教授のゼ ミ

ナールでの研究によって著 しい刺激を受けた｡

私は ｢国民経済学における数学的方法｣(『国民経

済学 ･社会政策 ･行政学雑誌』1906年)｢分配理論

におけるレントの原理｣(『シュモラー年報』の 2本

の論文,1906/7年),数点の小論文 と一連の書評を

公表 している｡また多くの論文を公表準備中である｡

ハビリタチオン論文としてこの申請に添付 した本は,

これら互いに補完 しあっている現在の諸研究方針を

- 一完の方針のもとに整序することを狙ったものであ

る｡

私は,公開講演はおこなったことがないし,また,

日刊紙に記事を書いたこともない｡私が所属 してい

るのは,以下の同体である｡"ア ドラー=紋章学研

究会,オース トリア近世史研究会ヴイーン支部,王

立経済学協会,ロンドン｡
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Cum'cILlum Vz●taeScjMmPeters

lch wurde geboren am 8.Februar 1883 zu

Triesch in M占hren (dortselbst zust畠ndig,

r6misch-kathorisch,deutscher NationalitAt).Ich

besuchte die Volksschule in Graz,Sodann das

Gymnasium der Theresianischen Akademie in

Wien, an dem ich mein Abiturientenexamen

ablegte.SodannschlugichmeinenUniversit畠tsstu-

dienan derrechts-und staatswissenschaftlichen

Fakult畠tderUniversit左tWienundunterzogmich

den dreiStaatsprtifungen sowie den dreiRigo-

rozen.Am 16.Februar1906wurdeichzum Doktor

der Rechte promoviert. Das Sommersemester

diesesJahresverbrachteichinBerlin,wobeiieh

Mitglied des staatswissenschaftlichen Seminars,

und die Zeitseitherhaupts左chlich in England,

WobeiicheineZeitlang researchstudentander

LondonSchoolofEconomicswar.

VonAnfanganhatteichdieAbsicht,michder

Nationa16konomie zuwidmen.Zun畠chstbesch云if-

tigteichmichmitwirtschaftsgeschichtlichenStu-

dienu.zw.im SeminarH.Prof.Adier'S,den ich

w云hrendmeinerganzenUniversitatszeitangeh6rte.

IcharbeitetedamalsaneinerGeschichtedesland-

st占ndischenSteuerwesensNieder6sterreichsim n.

6.Landesarchive.Sodanntratichindasfinanzwis-

SenschaftlicheSeminarHerrnSektionschefMeyer'S

einundmachdererstenStaatsprtifungindasHerrn

Hofr.vonPhilippovich,spaterendlichindieExz.

V.Boehm-BawerksundBaronWieser'S.Aufierdem

gehbrteichdurchdreiSemesterdem statistischen

SeminareExz.V.Inamma-Hofr.V.Juraschekan.

Unterden andern Seminaren,dieich besuchte,

m6chte ich das Herr Baron Schwind's her-

vorheben.InallendieseれSeminarenbabeichim

ganzenungefahrdreiLSigVortr畠gegehalten.Einmal

wurde mir der Seminarpreis verliehen (fiir

Arbeiten beiHerrn Prof.Adlerund Prof.B≦聖

Schwind)･VonmeineniibrigenStudienm6chteich

den Besuch mathematische Vorlesungen her-

vorheben.Aufdie"mathematischeRichtung",die

ichmachundmittenmeinerhistorischenStudien

einschlug,bin ich Yon den verstorbenen Prof.

75

Gegenbauerhingewiesenwurden.lm iibrigenstun-

denmeineStudienvorallen unterdenEinflusse

Hofratv.Philippovich'S.AusderFolgezeitsei

meineBeschがtigung nitdermodernen Statistik

unterJem EinflusseYonK.Pearson undEdge-

worth,SowienitEthnologieunterLeitungProf.

Haddon'serw左hnt.WeiterzuriickdatiertdieBe-

schがtigungm上tSoziologie,diedurchSeminarar-

beitbe主Prof.Westermarcksehrgefdrdertwurde.

Publiziertbabeich"DiemathematischeMethode

in derNationa16konomie" (Zeitschr.f.Volksw.

Soz.u.Verw.19()6),"DasRentenprinzip in der

Verteilungslehre" (zweiArtikel in Schmoller's

Jahrbuch1906/7),einigekleinereArtikelundビine

ReiheYonRezensionen,MehrereArbeitensin°im

Erscheinenbegriffen.DasBuch,dasiehalsHabili-

tationsschriftdiesem Gesuchbeilege,nahm meine

Hauptth畠tigkeitinAnspruch,solchegegenw占rtig

einerErg占nzung desselben in einerbestimmter

Richtunggeordnetist.

Offentlich Vortr畠egebabeich keinegehalten,

auchkeineArtikelinTageszeitschriftenver6ffentl

licht.Ichgeh6redem folgendenVereinenan:k.U.

k.heraldischeGesellschaft"Adler",Ges.f.neuere

Geschichte()sterreichsWienundderRoyalEcono一

micSocietyLondon.
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【資料 4】 シュンペーターの講義プラン

講義についてl)

1) このリス トは私が次の時期に意図している講

義や,現在そうなることを見込んでいる講義の

例を示す ものである｡

i.経済学

1.初心者のための経済学学習入門, 2時間

これは初心者がゼ ミナールでの研究に入るた

めの準備を意図 した講義であ り,国民経済学の

一般講義を,さらに研究を進める上で必要にな

る技術の観点から,補完するものである｡

2.古典派の継承者 と現代の経済理論,2時間

A.現代理論は何 によって古典派と区別される

か

B.現代理論の本質とその最新の進歩

C.1.古典派の思想の現在における役割

2.われわれが古典派に感謝するもの

3.古典派の,これまで注目されず,十分

に議論 も利用もされてこなかった思想と

提言

3.貨幣市場の理論 (時間数は事情による)

a.貨幣市場の本質と諸機能,および,この機

能に対応 している職業,諸階級,諸個人

b.国民経済と物質的生活の鏡としての貨幣市

場-･舵

C.その最重要な諸現象,そのなかに見られる

規則僅

d.それを把握す るための統計的,理論的方法

e.信用および資本の理論について

f.貨幣市場 と金貯蔵,およびその移動

g.貨幣市場 と国家

h.貨幣市場 と経済的発展

4.現代国家財政の諸問題 (時間数は事情に応 じ

て)

a.歳出予算の発展,全般的ならびに個々の国

ごとに

b.その理由とそ こから生 じた財政上の諸問題

C.国家の債務負担 とそれにかかわる国家政策

d.とくに行政支出について

e. とくに国防支出について

f.産業振興のための支出

g.社会政策的支出

h.これら4範晦の相体的重要性,その変化,

説明はいかに

i.結論,将来の発展

j.個々の諸大国の財政状態の比較と特殊的諸

問題

刀.社会学

社会学の基礎 と現在の状態, 2時間

1.社会学はどのように成立 し,またなぜそれは

必要なのか

2.社会学に所属する事象の領域

3.その諸問題

4.その方法 と現在の成果

5.社会学の主要潮流

6.日常の社会学,芸術家の社会学的認識

Ⅲ.統計学

現代統計学の諸問題 (時間数は事情による)

このタイトルまたは他のタイ トルのもとに,覗

代統計学の考え方と諸問題,ならびに具体的な聴

講者が理解できるかぎりで,その成果と方法を伝

える｡それは,生物学および人類学 と結びついて

発展 し,現在はとくにK.ピアソンの名前 と結び

付けられている現代統計学の潮流のものである｡

聴講者がこの講義から得られるのは,この方法に

よって何が達成されるか,その本質はどこに求め

られるか,なぜそれは不叶欠なのか,また人口理

論と経済統計学の目的にとって基本的な諸問題に

関連 してどのようなことが期待できるかについて

の概要である｡ ピアソン,エ ッジワース,ベルゴ

〔?〕, レキシスその他の業績,および方法論の最

重要な諸問題について,経済統計の例を用いなが

ら言及することによって,この領域の理解に貢献

したい｡ケ トレーないしゴール トンその他の容易

に近づきうる業績については,本講義では取 り扱

われない｡
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て,I)nVorlesungeni)

1) DieseListesollBeispieledieYonmirftir

naehste Zeit beabsichtigten Vorlesungen

geben,SowieichsiejetztinAussichtnahme.

Ⅰ.bkonomische.

1.Ez-nfilhr〟ngz-ndasStudtum derPolitz'SChen

bkonomtejiirA71jTa71ger.2st.

DieseVorlesung istalsビineVorbereitung

desAnfangersfiirSeminararbeitgedachtund

solldieallgemeinenVorlesungentiberNatio-

na16konomievonStandpunktedertechnischen

BediierfnisseweiterenStudiumsergiinzen.

2.DosErbederKlassz'ke7-〟nddt'emodernebko-

nomzscheTheort'e.25t.

A.Wodurchsi°hdiemoderneTheorieYon

derKlassikenunterscheidet

B.WesenundneuesteFortschrittederletz-

teren

c.1.dieRolleklassischerGedankeninder

Gegenwart 2.WaswirdenKlassikenver･

danken 3.DarlegungJenerGedankenund

AnregungenderKlassiker,Welcheniemals

Beachtung fanden und auch heute noch

nichtvollstAndig diskutiertund verwertet

sind.

3. Theort'edeSG eldmarktes(Stundenzahlje

nachUmstanden)

a.WesenundFunktionendesGeldmarktes

unddiediesenFunktionenentsprechenden

Berufe,KlassenundIndividualitaten

b.derGeldmarktalsSpiegelderVolkswirt-

schaftunddesmaterialenLebenstiberhaupt

c. seine wichtigsten Ph畠nomene;Rege1-

mafSigkeitenindemselben

d. Statistische und theoretische Mittelzu

ihrerErfassung

e.zurKredit-undKapltaltheorie

f. derGeldmarktundderGoldvorratund

seineBewegungen

g.derGeldmarktundderStaat

h. derGeldmarktund die wirtschaftliche

77

Entwicklung

4.Dz'ePr()blemedesmodernenStaatshaushalteS

(StundenzahlnachUmst畠nden)

a. DieEntwicklungdesAusgabenetatsim

ganzenundmacheinzelnenStaaten

b. Ihre Ursachen und die si°h daraus

ergebendenfinanziellenProbleme

c. DieSchuldenlastderStaatenundderen

Politikinbezugaufdieselbe

d.Verwaltungsausgabenimbesondern

e.DieWehrausgabenim besondern

f.Ausgabenfiirlndustrief6rderung

g.Sozialp()1itischeAusgaben

h.RelativeBedeutungdieser4Kategorien;

Verschiebungderselben･,wiezuerklbren

i.Resultate;kunftigeEntwicklung

j. VergleichderfinanziellenLageundder

speziellen Probleme der einzelnen Grol5-

staaten

II.Sozz'()logische.

Dt'eGrudklge/1unddzegt･ge71Wiirtz'geStandder

Sozz'()logte.2st.

1.WiedieSoziologleentStandundwarum sie

nGtlglSt

Z.DasGebietdesihrzugeh6rigenTatsachen

3.IhreProbleme

4.IhreMethodenundgegenwartlgerResultate

5.HauptrichtungenderSoziologle

6. DieSoziologiedesAlltages;diesoziol0-

giseheErkenntnisdenKtinstlers

Ⅲ.Stattstz'sCht,.

Dz't,Problemede7-m()de71e71SEutzstz'k(Stu/ldengahl

nachUmstilndt)

Unterdiesem odereinem iiblichenTitelmtich･

teichdieAuffassungsweise,dieProblemeund

sovielvon den Resultaten und Methoden,als

dem konkreten Hbrerkreisezugemutetwerden

kann,jenerRichtungderStatistikmitteilen,wel-

ehesi°him AnschlusseandieBiometrieund

AnthoropologleentWickelthatundgegenwartig

vornehmlicheindem NamenK.Pearson'sge-
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kniipftist.Dem ZuhbrersolleineVorstellung

davon gegeben werden,wasnitdieseれ Me･

thodenerreichtwerdensoll,worinihrWesenbe-

steht,wozusieunentbehriehsin°unddaL3auch

fiirdieZweckderBev61kerungstheorieundder

wirtschaftlichen Statistik Yon ihnen Anschluss

tiberwesentliche Fragen zu erwarten ist.Die

Leistungen Pearson'S, Edgeworth', Perrggos

〔?〕,Lexis'u.a.unddiewichtigstenmethodi-

schen,Grundfragenm6ChteichanBeisplelender

Wirtschaftsstatistiker6rternundsozuVerstand-

nisdiesesGebietesbeitragen.Dieleichtzug畠ng-

1ichenLeistungenQueteletoderGalton'su.S.W.

WtirdenindieserVorlesungnichtbemiihetwer-

den.
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【資料5】 文部省文書番号 Nr.6350Datum 15.Feb,1909U.Z.120Dept.VII

ヴイーン大学法学部長室は,ヨーゼフ ･シュンペーター博士-の政治経済学の講師資格授与についての法 =

国家学部教授会の決議の上級認可を得るために書類を提出します｡

関連 :ヨーゼフ ･シュンペーター博士

ヴイーン大学法学部でのハビリタチオン

ニーダー ･エスターライヒ州知事机下に

ハビリタチオン志願者の政治的 ･道徳的素行についての至急照会のために通知される｡

ヴイーン 1909年2月21日

K.K.MinisteriumfiirKultusundUnterricht

Nr.6350

Datum 15.Februar1909 u.Z.120

praes.16.

JURIDISCHESDEKANATINWIEN

unterbreitetzurh.0.Best紬gungdenBeschluss

desProf.Kollegiumsderrechts-undstaatswis-

senschaftlichenFakult益taufErteilungdervenia

docendiftirpolitischeOekonomieanDr.Josef

Schumpeter.

DepartementNr.VH

Priora:

ZurEinsicht

Betreff:

Dr.JosefSchumpeter,Habilitierunganderjuri-

dischenFakultatinWien.

Wi一dden

HerrnSTATTHALTERFUERNIEDER-

()ESTERREICH

zurbeschleunigtenAeusserungtiberdaspolitische

undmoralischeVerhaltendesHabilitationswerbers

tibermittelt.

Wien,am21Februar1909.

----19/Ⅰ1

19/2



80 調査 と研究 第 5号 (1993.10)

【資料 6】 帝国文部省 文書番号 Min･Zl･9501ex909･Dep･ⅤⅠⅠ

ニーダー ･エスターライヒ知事は,文書 Min･Zl.6350ex909に関 して,ヴイーンの法学部教授会が ヨー

ゼフ ･シュンペーター博士に政治経済学の講師資格を与える件について報告 します｡

ヨーゼフ ･シュンペーター,メ-レン州 トリエーシュにて1883年出生,カ トリック,はヴイーンのテ レジア

ヌム ･アカデ ミーのギムナジウムを出たあと,ヴイーン入学で法学を学び,そこで1906年 2月16日に法学博士

号を得ました｡その後,彼は修学 目的でベルリン,さらにイギリスに向かい,同地に今まで滞在 していました｡

ハビリタチオン論文 として,彼は,ヴイーン大学法学部に ｢理論的国民経済学の本質と主要内容｣ とい うタイ

トルの著作を提出しま した｡

この著作は,審査員 ドク トル ･フォン ･ベーム =バヴェルク教授 と副審査員 ドク トル ･フォン ･ヴイーザ一

教授によって鑑定を受 け,両者からハビリタチオンの基礎 として,適当,また,す ぐれて適当と言明された｡

この審査報告を受けて学部は,シュンペーター博士をコロキウムに来させることを決議 し,このコロキウムも

試験講義 も満足すべ きもので した｡

政治経済学の講師資格を与える決議は,1909年 2月15日の教授会でおこなわれ,いまや認吋をまっています｡

知事の報告によれば,シュンペーター博士の倫理上,国家公民上の問題はあ りません｡

Ⅰ.

シュンペーター博士の政治経済学ハビリタチオン関連

文書 Zl.120dto.15.Februar1909

ヴイーン大学法学部長室

私は,ヴイーン大学法 -国家学部の教授会が ヨーゼフ ･シュンペーター博士を上記学部における政治経済学

の私講師として許可す るという決議を確認 しなければな りません｡

報告に添付する文書=は,履歴および講義プランを除いては,将来の事項に｢叫ナて本人の身上表を当地に提出

するために求めにより返却されます｡

Ⅲ.

(Ⅰ)の写 しの上に)

ニーダー ･エスダーライヒ知事机下に,

1909年 3月8日付 け Zl.ⅠⅩ-1055/1 文書の報苦につ き執務参考までに通知｡

Ⅲ.

Min.Vdg.Blatt.

文部大臣はヨーゼフ ･シュンペーター博士を当該学部の政治経済学私講師として認可するというヴイーン

大学法 =国家学部教授会の決議を認可 します｡

ヴイーン 1909年 3月16日

署名

〔担当宮2人の 3月10付け副署〕

K.K.MinisteriumftirKultusundUnterricht

Nr.9501

Datum8.Mdrz19O9U.Z.IX-1055-1

praes･9･

DepartementNr.VII

Priora:6350ex909
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STATTHALTER FUER NIEDER-OESTER-

REICH

berichtetad Min.Zl.6350ex 909inAngele一

genheitdesBeschlussesdesProf.Kollegiumsder

juridischenFakultatinWienaufErteilungder

veniadocendiftirpolitische()ekonomieanDr.

JosefSchumpeter.

JosefSchumpeter,geb.imJahre1883zuTriesch

inM畠hren,kathorischerReligion,besuchtedas

Gymnasium derTheresianischen Akademiein

Wienundwidmetesi°hhieaufdenjuridischen

StudienanderWienerUniversitat,anwelcherer

am 16.Februar1906 zum DoktorderRechte

promoviertwurde.Hieraufbegabersi°hzuStu-

dienzweckennachBerlinundsp畠termachEng-

land,woerbisnunverweilte.AIsHabilitations-

schriftiiberreichteeranderWienerjuridisehen

Fakult畠t eine Arbeit unter dem Titel"Das

Wesen und derHauptinhaltdertheoretischen

Nationa16konomie".

DieseArbeitwurde Yon ProfessorDr.Yon

B6hm-BawerkalsReferantenundProfessorDr.

Freiherrn Yon Wieser als Korreferenten be-

gutachtetundYondenselbenalsgeeignetebezw.

vorziiglichgeelgneteGrundlagederHabilitation

erklart.AufGrunddieserReferatebeschlossdie

Fakultat,denDr.Schumpeterzum Kolloquium

zuzulassen,WelchesebensowiederProbevortrag

zurBefriedigungauffiel.

DerBeschlussaufErteilungderveniadocendi

ftirp｡litische ()ek()nomie,welchervom Prof.

Kollegium inderSitzungvom 15.Februar1909

gefasstwurde,liegtnunmehrzurBestbtlgung

VOr.

LautBerichtdesStatthaltersistDr.Schumpe-

terinsittlicherundstaatsbiirgerlicherBeziehung

unbeanstandet.

ZurEinsicht

Postmanlp∴Dep.VII

zurVorbemerkung

81

Ⅰ.

Betrefト

Habilitierung desDr.Schumpeterfiirpolitische

Oekonomie.

adZl.120dto.15.Februar1909.
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akkl.:A lleBlg.nit

Ausnahme descurriculum

vitaeunddesVorleseprogramme s .
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JURIDISCHESDEKANATINWIEN

Ichfindemichbestimmt,denBeschlussdesProf.

KolleglumS der reehts-und staatswissenschaft-

1ichenFakultatderUniversitatinWienaufZulas-

sungdesDr.JosefSchumpeteralsPrivatdozentfiir

politischeOekonomieandergenanntenFakult占t

zubest畠tigen.

DieBeilagendesBerichtesfolgenim Anschlusse

mitAusnahmedescurriculum vitaeunddesVor-

1eseprogrammes zurweiteren Veranlassung mit

dem ErsuchenzurtlCk,diePersonalstandestabelle

desGennantenanhervorzulegen.

H.

(AufKopieYonI)Wirdden

HerrnSTATTHALTERFUERNIEDER-

()ESTERREICH

unterBezugnahmeaufdenBerichtvom 8.M畠rz

1909,Zl.IX-1055/1zurKenntnisnahmetibermit-

telt.

uH∴

Min.Vdg.Blatt.

DerMinisterfiirKultusundUnterrichthatden

BeschlussdesProf.Kollegiumsderreehts-und

staatswissenschaftlichenFakultatderUniversitatin

W呈enaufZulassungdesDr.JosefSchumpeterals

Privatdozent filr pOlitische Oekon()mie an der

genanntenFakultbtbestatigt.

Wien,am 16.M畠rz19O9.

--10/3

--1()/:i
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【資料 7】

ヴイーン大学講義 目録か ら

1909年夏学期

*｢初心者のための政治経済学入門｣2時間,木曜

日5時か ら7時,私講 師 ヨーゼ フ ･シュンペー

ター博士,22番教室

*｢科学的社会学の成立 とこれまでの達成｣2時間,

水曜 日5時から7時,同講師,22番教室

1909 10年冬学期

*｢企業者 と資本家 (資本主義的集中傾向とそれに

対応 した貨幣市場での諸過程に特別の注意を払 っ

た現代国民経済分析)｣ 2時間,水曜 日5時か ら

7時,私講師ヨーゼフ ･シュンペーター博士,25

番教室

*｢財政学の基礎,純粋に法学的部分を除いて｣2

時間,火曜 日5時から7時,同講師,23番教室
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S()mme7-ISemester1909

*EinfiihrungindasStudium derpolitischenOko-

nomieftirAnfdnger,2sttlndig,Donnerstag5-7I,

PrivatdozentDr.JosefSchumpeter;Saa122.

*DieEntstehungunddiebisherigenLeistungen

derwissenschaftlichenSoziologie,2stiindig,Mitt-

woch5-7;derselbe;Saa122.

Wt'/Iter-Semester1.()()[)/1()

*Unternehmerund Kapitalisten (eine Analyse

dermodernen Volkswirtschaftnitbesonderer

BeriicksichtigungderkapitalistischenKonzentra-

tionstendenzen und derihnen entsprechenden

VorgAngeaufdem Geldmarkte),2stiindig,Mitt･

woch 5-7;Privatdoz.Dr.JosefSchumpeter;

Saa125.

*Elemente der Finanzwissenschaft mit Aus-

schlussderreinjuristischen Partien,2stiindig,

Dienstag5-7,Privatd｡Z.Dr.JosefSchumpeter,

Saa123.




